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保健福祉行政の充実強化について 

 

１ 子ども医療費県補助金の拡充について 

こども医療費助成制度については、子育て世帯の経済的負担を軽

減するため、こどもが病気やケガなどにより医療機関を受診した場

合の医療費の一部負担金を、県と市町村で助成する制度となってい

る。県は現在、入院医療費の助成対象については中学３年生まで拡

大したが、通院医療費の助成対象については依然として小学３年生

までとしている。 

ついては、子育て世帯への支援充実の観点から、中学３年生まで

の通院医療費の拡充を要望する。 
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環境生活行政の充実強化について 

 

１ 生活排水対策浄化槽推進事業の補助堅持について 

環境問題は、多くの住民の関心事で、水質浄化もその中の課題の

ひとつとなっている。 

県内でも公共・流域下水道や農業集落排水整備事業といった水質

浄化事業に多くの自治体が取り組んでいるが、県内全域を下水道事

業等でカバーできる訳ではなく、汚水適正処理構想の見直しにより

町全域が浄化槽整備地域になるなど、地域によっては水質浄化に関

して今後も浄化槽処理に依存せざるを得ない状況にある。 

ついては、今後も合併処理浄化槽の設置事業が円滑に行われ、県

内全域の水質浄化がより推進されるよう、生活排水対策浄化槽推進

事業補助を積極的に推進、堅持するよう要望する。 
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商工労働行政の充実強化について 

 

１ 認可採石場における倒産その他による放置の是正について 

岩石採取事業を実施している認可採石場の内、倒産などの理由に

より認可切れのまま未廃止で放置されている採石場が存在してお

り、不法投棄や崩落が危惧されている。自社所有地の場合もあるが、

借地もあり地権者は困惑している。 

県は岩石採取認可の際に「誓約書」及び「保証書」を添付させて

いるが、実際には何の効力も発揮していない。 

ついては、認可権者の責任として放置させない、放置された場合

における是正の対策について対応策を講ずるよう要望する。 
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農林水産行政の充実強化について 

 

１ 農業産出額全国第２位の奪還について 

千葉県は、「農業産出額全国第２位の奪還」を目標に掲げ、「農

林水産王国・千葉の復活」と「農山漁村の活性化」の実現を目指

すとしている。 

しかし、全国第２位の座から陥落して８年、一昨年は４位まで

後退した。農業者はＴＰＰ大筋合意で不安要素も増している中、

政府は対策に農政新時代を掲げ新しい農政の展開を進めている。 

ついては、県も生産基盤整備の更なる推進指導体制の拡充で千葉

県農政の総力を挙げて「農業産出額全国第２位の奪還」を目指すよ

う要望する。                    

 

２ イノシシ・シカ・サル等の有害獣被害防止対策及びヤマビル対

策への支援について 

有害獣による農作物への被害が深刻化しており、生息域も年々拡

大している。これは全国共通の課題であり、イノシシ、サル等の被

害は水稲をはじめ、農林産物全般に及んでいる。このような状況が

続けば、生産者の生産意欲は益々低下し、農地や林地の荒廃が一層

進み、さらに深刻な状況となることが危惧される。 

現在、有害獣対策はそれぞれの市町村で実施し、多額の経費と労

力を投じているが、被害は拡大の一途をたどっている。 

また、ヤマビルも生息域を広げており、吸血被害等による生産活

動への意欲喪失に加え、観光イメージのマイナス要因となっている。 

ついては、次の事項を要望する。 

（１） 県主導による一斉捕獲の実施 

（２） GPS 等による生体把握 

（３） 防護柵設置のための補助金増額及び施工条件の大幅な緩

和 

（４） ヤマビル駆除方法の研究や駆除に対する支援及び撲滅の

研究 
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県土整備行政の充実強化について 

（道路） 

１ 国道及び県道並びに安食交差点周辺における歩行者等の交通安

全対策の確保について 

国道３５６号と県道成田安食線の結節点となる安食交差点は、常

に渋滞が生じており印西・成田など、どの方向へ行くにも通行に支

障をきたし、地域の活性化を進める上で大きな課題となっている。 

さらに、交差点付近は歩道がなく、歩行者や自転車利用者にとっ

て通行が大変危険な状況にある。 

ついては、地域の活性化のため、渋滞解消と歩行者の安全確保が

図られるよう、安食交差点の改良について、次の事項について県の

道路整備事業計画に位置付け早期事業化するよう要望する。 

（１）右折レーンの設置（渋滞の解消） 

（２）歩道等の設置（歩行者等の安全確保） 

 

 

２ 地域高規格道路茂原一宮道路（長生グリーンライン）の早期完

成について 

地域高規格道路茂原一宮道路（長生グリーンライン）は、長南町

から茂原市間の約７．２㎞が整備区間となり整備を進め、圏央道の

開通に合わせ国道４０９号線と圏央道茂原長南インター間が供用

開始となった。 

しかし、残りの区間は事業の進捗が遅れており、茂原・一宮間の

約４㎞は未だ調査区間であり、事業に着手していない状況である。

外房地域の活性化を図るためには、本道路の果たす役割は大変重要

であり、圏央道と一体となって双方の機能が最大限発揮されると考

える。 

ついては、茂原・一宮間を整備区間に格上げし、全約１１．２㎞

の整備促進を図るよう要望する。 
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３ 県道南総一宮線水沼地先の改良促進について 

県道南総一宮線の長南町水沼地先は狭隘で、一部の区間、大型車

は待避所による交互通行となっている。また、県道と沿道隣接地と

の高低差が大きいため、見通しが悪く、通行上極めて危険な状況と

なっている。 

この道路は、圏央道の市原鶴舞 ICと茂原長南 IC を結ぶ一般道路

として、圏央道の整備効果を地域に波及させる重要な役割を担う道

路となる。 

ついては、市原側は既に整備が完了し、長南側は一部工事を着手

しているので、南郷トンネルを含む道路改良の早期整備を要望する。 

 

 

（河川・海岸） 

４ 九十九里浜の海岸侵食対策事業について 

近年、九十九里浜一帯では、海岸侵食により汀線が後退し、砂浜

の砂は削り取られ無残な浜崖へと変貌し、かつて一面に広がってい

た水平線と砂浜の織り成す白砂青松の景観は、急激に失われている。 

侵食が顕著な箇所では県による対策が講じられてきたが、その対

策を上回る速度で海岸侵食が進んでいるのが現状である。一部海岸

では、海水浴場の開設ができないなど地域経済にも多大な影響を及

ぼしている。 

また、近年懸念されている高潮や津波をはじめとした自然災害に

対する防災対策の観点からも、海岸の侵食対策や養浜対策が早急に

必要な状態となっている。 

ついては、九十九里浜の海岸侵食対策並びに養浜事業の更なる促

進を図ることを要望する。 
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教育行政の充実強化について 

 

１ 国史跡の保存整備について 

文化財の重要性、価値は一市一町だけのものではなく、広く県民

の大切な資産でもある。 

しかしながら、文化財保護事業の実施は大きな財政負担を伴うた

め、手厚い補助金がなければ、財政規模の小さな自治体は、事業実

施を断念せざるを得ない状況である。 

ついては、重要な史跡に対する十分な保護措置等の事業を、円滑

かつ継続して進めるため、県からの事業補助率をアップすること、

及び補助金限度額の撤廃を要望する。 

 

 

  

 


